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◆ＬＯＢＯ8月結果
業況2ヵ月連続で改善

～売上増、消費回復の声も～

◆巨大企業誕生とニッチの役割

◆『商が変える、農が変る！』

～建設帰農は、農業の構造的な改革を促す～

◆計量器（はかり）定期検査のお知らせ

◆創業支援相談会のご案内

◆『個店の魅力アップ』研修会のご案内

撮影　木曽正義氏

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「国民生活金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,000万円（但し別枠450万円を含む） 
7年以内（＊運転資金は5年以内） 
年2.0％（平成18年9月13日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330



全 産 業 

建　　設 

製　　造 

卸　　売 

小　　売 

サービス 

▲22.9 

▲34.8 

▲12.8 

▲30.5 

▲19.7 

▲26.7

（　1.1） 

（　1.7） 

（▲4.5） 

（　1.3） 

（　2.7） 

（　4.7） 

業況ＤＩ （8月） 

※カッコ内は前月比 

会 議 所 だ よ り
平成18年10月10日（２）

ら
の
借
入
金
利
上
昇
の
両
方
を
懸

念
材
料
と
し
て
掲
げ
る
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

【
卸
売
業
】
か
ら
は
、「
米
国
産
牛

肉
の
輸
入
再
開
を
受
け
、
国
産
牛

肉
や
他
国
産
牛
肉
の
価
格
が
落
ち

着
い
て
売
上
が
回
復
す
る
の
で
は

と
期
待
し
て
い
る
」（
各
種
商
品

卸
売
）
と
の
声
が
あ
る
一
方
、

「
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
引
き
上
げ
で

住
宅
販
売
に
陰
り
が
出
た
場
合
、

建
築
資
材
の
売
上
に
影
響
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
」（
建
築
材
料
卸

売
）
と
の
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、

「
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
、

配
送
車
両
等
の
燃
料
費
の
コ
ス
ト

削
減
に
苦
慮
し
て
い
る
」（
食

料
・
飲
料
卸
売
）
と
、
原
油
価
格

高
騰
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
上
昇
の

影
響
を
訴
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

【
小
売
業
】
か
ら
は
、「
月
間
売
上

が
対
前
年
同
月
比
で
１
０
０
％
を

越
え
る
月
が
多
く
な
り
、
個
人
消

費
の
回
復
を
肌
で
感
じ
て
い
る
」

（
百
貨
店
）
と
の
声
が
あ
る
一
方
、

「
金
利
上
昇
で
借
入
金
の
利
払
い

が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
原
油
価

格
高
騰
が
仕
入
価
格
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
」（
そ
の
他
の
小
売
）

と
の
コ
メ
ン
ト
に
加
え
、「
都
市

部
で
見
ら
れ
る
景
気
回
復
感
は
地

方
で
は
感
じ
ら
れ
ず
、
ま
た
、
一

部
店
舗
は
急
激
な
ユ
ー
ロ
高
に
よ

る
輸
入
価
格
の
上
昇
に
苦
慮
し
て

い
る
」（
商
店
街
）
と
、
為
替
動

向
に
よ
る
悪
影
響
を
訴
え
る
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

商
工
会
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）
調
査
の
８
月
結
果
に
よ
る

と
、
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
月
比
）
は
、
前
月
水
準
（
▲
24
・

０
）
よ
り
マ
イ
ナ
ス
幅
が
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
縮
小
し
て
▲
22
・
９
と
な
り
、

２
カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
。

産
業
別
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
製
造
業
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た
も
の
の
、

建
設
、
卸
売
、
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
で
縮
小
し
た
。
各
業
種
か
ら
業
況
好
調
、

売
上
増
加
、
消
費
回
復
、
先
行
き
に
対
す
る
期
待
感
が
あ
る
一
方
で
、
依
然

と
し
て
原
油
・
素
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る
仕
入
・
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
と
そ

れ
に
伴
う
採
算
の
悪
化
、
借
入
金
利
上
昇
に
よ
る
影
響
を
訴
え
る
声
も
聞
か

れ
た
。

館山自動車学校 TEL0470（22）4190

平成19年6月までに施行される新道交法により、
南房地区では施行後「大型」を行える教習所が
無くなる見込みです。 
改正前に取得することをお勧めします。 

売
上
面
で
は
、
全
産
業
合
計
の

売
上
Ｄ
Ｉ
は
、
マ
イ
ナ
ス
幅
が

４
・
５
ポ
イ
ン
ト
縮
ま
っ
て
▲

14
・
６
と
な
り
２
カ
月
連
続
で
縮

小
し
た
。
産
業
別
に
見
る
と
、
Ｄ

Ｉ
値
の
マ
イ
ナ
ス
幅
は
建
設
、
製

造
で
拡
大
し
た
も
の
の
、
他
の
３

業
種
で
縮
小
し
た
。

資
金
繰
り
面
で
は
、
全
産
業
合

計
の
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
、
悪
化
超

感
が
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
弱
ま
っ
て

▲
16
・
９
と
な
り
、
２
カ
月
連
続

で
弱
ま
っ
た
。

仕
入
単
価
面
で
は
、
全
産
業
合

計
の
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
は
、
上
昇
超

感
が
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
強
ま
っ
て

▲
31
・
２
と
な
り
、
５
カ
月
連
続

で
強
ま
り
、
平
成
３
年
５
月
の
調

査
開
始
以
来
の
最
低
値
を
更
新
し

て
い
る
。

従
業
員
の
面
で
は
、
全
産
業
合

計
の
従
業
員
Ｄ
Ｉ
は
、
過
剰
超
感

が
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
弱
ま
っ
て
▲

０
・
５
と
な
り
、
２
カ
月
連
続
で

弱
ま
っ
た
。
先
行
き
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
▲
21
・
２
と
、
昨
年
同
時
期

（
▲
25
・
６
）
に
比
べ
て
改
善
し

て
い
る
。

各
業
種
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
新
築
個
人

住
宅
の
売
上
が
回
復
し
、
ア
パ
ー

ト
の
着
工
件
数
も
若
干
増
加
し
て

い
る
」（
一
般
工
事
）、「
今
月
は

前
年
同
月
比
で
売
上
が
増
加
し
、

好
調
を
維
持
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
」（
電
気
工
事
）
と
の
声
が

あ
る
一
方
、「
人
件
費
の
増
加
や

仕
入
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
り
、
発
注

案
件
が
あ
っ
て
も
価
格
が
折
り
合

わ
ず
に
受
注
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
」（
建
築
工
事
）
と
の
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
販
売
単
価

が
改
善
す
る
と
と
も
に
、
受
注
残

も
増
加
傾
向
に
あ
る
」（
輸
送
用

機
器
製
造
）、「
建
設
機
械
や
工
作

機
械
の
生
産
が
好
調
で
工
場
は
フ

ル
稼
働
の
状
態
に
あ
り
、
生
産
能

力
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資
や
人

員
増
強
の
動
き
が
随
所
に
見
ら
れ

る
」（
金
属
加
工
機
械
製
造
）
と

の
声
が
あ
る
一
方
、「
軽
油
の
値

上
が
り
で
運
搬
費
が
４
％
ほ
ど
上

昇
し
て
お
り
、
経
費
負
担
が
増
え

て
い
る
」（
畳
製
造
）
と
、
原
油

価
格
高
騰
に
よ
る
影
響
を
指
摘
す

る
コ
メ
ン
ト
に
加
え
、「
仕
入
コ

ス
ト
上
昇
分
を
販
売
価
格
へ
転
嫁

す
る
の
は
難
し
く
、
借
入
金
利
の

上
昇
で
資
金
調
達
も
ま
ま
な
ら
な

い
」（
通
信
機
械
器
具
製
造
）
と
、

仕
入
コ
ス
ト
上
昇
と
金
融
機
関
か

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

館山ジャスコ店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

業
況
2
ヶ
月
連
続
で
改
善

〜
売
上
増
、
消
費
回
復
の
声
も
〜

LOBO
8月結果



【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
顧
客

の
設
備
投
資
に
関
連
し
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
の
受
注
が
回
復
し
て

い
る
」（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
と
の

声
が
あ
る
一
方
、「
天
候
の
影
響

で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
思
う
よ
う
に

営
業
で
き
ず
売
上
が
低
迷
し
て
い

る
と
と
も
に
、
出
前
も
ガ
ソ
リ
ン

代
の
上
昇
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い

る
状
況
」（
一
般
飲
食
店
）、「
新

倉
庫
が
完
成
し
て
売
上
が
増
加
し

た
が
、
軽
油
の
値
上
げ
（
１
リ
ッ

ト
ル
あ
た
り
５
円
）
に
よ
り
運
送

コ
ス
ト
が
上
昇
し
た
た
め
、
採
算

が
悪
化
し
て
い
る
」（
そ
の
他
サ

ー
ビ
ス
）
と
、
原
油
価
格
高
騰
に

よ
る
コ
ス
ト
上
昇
を
訴
え
る
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

※
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）

調
査
は
、
全
国
４
０
７
商
工
会
議

会 議 所 だ よ り
（３）平成18年10月10日

所
が
建
設
、
製
造
、
卸
売
、
小
売
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
２
５
９
０
業
種
組

合
な
ど
に
、
今
月
の
業
況
、
売
上
、

採
算
な
ど
の
状
況
や
、
当
面
す
る

問
題
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
調

査
。Ｄ

Ｉ
値
と
は
、
売
上
、
採
算
、

業
況
な
ど
の
項
目
つ
い
て
、
判
断

の
状
況
を
表
す
数
値
の
こ
と
。
ゼ

ロ
を
基
準
に
、
プ
ラ
ス
は
景
気
の

上
向
き
傾
向
、
マ
イ
ナ
ス
は
下
向

き
傾
向
を
表
す
回
答
が
多
い
こ
と

を
示
す
。
売
上
高
な
ど
実
数
値
の

上
昇
率
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、

強
気
・
弱
気
な
ど
「
景
気
感
」
の

相
対
的
な
広
が
り
を
意
味
し
て
い

る
。Ｄ

Ｉ
値
＝
（
増
加
・
好
転
な
ど

の
回
答
割
合
）
―
（
減
少
・
悪
化

な
ど
の
回
答
割
合
）

界
の
経
済
が
一
つ
に
な
っ
て
し
ま

う
。
つ
ま
り
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

企
業
の
生
産
拠
点
は
特
定
の
国

に
あ
る
必
要
は
な
い
。
世
界
中
ど

こ
で
も
、
コ
ス
ト
が
安
く
、
立
地

の
有
利
な
地
域
に
拠
点
を
移
す
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
製
品
の
販
路
も
、
特
定

の
国
や
地
域
に
限
定
さ
れ
る
必
要

は
な
い
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
伴
う
競
争
の
激
化
か
ら
企
業

が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

常
に
多
額
の
研
究
・
開
発
費
を
投

じ
て
、
新
し
い
技
術
や
製
品
を
つ

く
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ

う
し
た
条
件
を
満
た
す
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
体
力
の
強
い
巨

大
企
業
の
方
が
有
利
と
な
る
。
こ

う
な
る
と
、
巨
大
企
業
の
誕
生
は

避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
わ
が
国

で
も
今
後
、
一
段
と
企
業
再
編
が

積
極
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
巨
大
企
業
の
誕
生
と
反

対
の
動
き
も
出
て
く
る
は
ず
だ
。

一
般
的
に
、
巨
大
企
業
が
規
模
の

小
さ
な
市
場
で
戦
う
こ
と
に
メ
リ

ッ
ト
は
な
い
。
最
大
の
武
器
で
あ

る
企
業
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が

活
か
せ
な
い
か
ら
だ
。そ
う
し
た
、

小
さ
な
市
場
、
多
様
化
し
た
需
要

を
う
ま
く
取
り
込
む
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
十
分
に
企
業
が
生
き
残
る

余
地
も
出
て
く
る
は
ず
だ
。
そ
れ

が
、「
ニ
ッ
チ
」、
つ
ま
り
小
回
り

の
き
く
中
小
企
業
が
生
き
残
っ
て

い
く
た
め
の
一
つ
の
選
択
肢
な
の

だ
。
規
模
の
小
さ
な
企
業
が
、
身

の
軽
さ
、
経
費
率
の
低
さ
、
意
思

決
定
の
速
さ
、
生
産
活
動
の
迅
速

さ
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し

て
、
巨
大
企
業
の
対
応
が
難
し
い

隙
間
、
つ
ま
り
ニ
ッ
チ
を
埋
め
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
野
で
こ

ま
め
に
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
け
ば
、
相
応
の
収
益
を
稼
ぎ
出

す
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
そ
れ
こ

そ
ニ
ッ
チ
の
真
髄
と
も
い
う
べ
き

経
営
戦
略
で
あ
る
。

あ
る
中
小
企
業
の
経
営
者
は
、

「
ニ
ッ
チ
で
生
き
る
こ
と
は
、
口

で
言
う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
が
、

ニ
ッ
チ
こ
そ
が
本
当
の
経
営
だ
」

と
語
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
経
営

資
源
を
使
っ
て
、
収
益
が
眠
っ
て

い
る
隙
間
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
企

業
の
儲
け
に
結
び
付
け
る
。
そ
れ

が
彼
の
目
指
す
経
営
の
本
質
な
の

だ
ろ
う
。
今
後
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
っ
て
巨
大
企
業
が

次
々
と
誕
生
す
る
陰
で
、
中
小
企

業
が
大
企
業
の
隙
間
で
し
っ
か
り

収
益
を
上
げ
る
。
そ
う
し
た
構
造

が
、
次
第
に
顕
在
化
す
る
の
で
は

な
い
か
。

先
の
経
営
者
に
よ
る
と
、
ニ
ッ

チ
を
見
つ
け
る
た
め
に
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
常
に
隙
間
を
見
つ
け

よ
う
と
す
る
姿
勢
だ
と
い
う
。

「
い
つ
も
、
そ
の
気
が
あ
れ
ば
、

な
に
か
見
つ
け
ら
れ
る
も
の
だ
」

と
い
う
そ
の
言
葉
は
大
変
参
考
に

な
る
。

最
近
、
世
界
的
な
有
力
企
業
同

士
が
経
営
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
巨
大
企
業
が
誕
生
す
る
ケ
ー

ス
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
世
界
最
大

の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ミ
タ

ル
・
ス
チ
ー
ル
（
オ
ラ
ン
ダ
）
は
、

第
２
位
の
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
（
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
）
を
買
収
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
世
界
の
粗
鋼
生
産
高

の
10
％
を
占
め
る
巨
大
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
を
つ
く
り
上
げ
る
。

ま
た
、ル
ノ
ー
・
日
産
連
合
が
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ

Ｍ
・
ア
メ
リ
カ
）
と
提
携
交
渉
を

始
め
た
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
仮
に
こ
の
３
社
の
提
携
が
実

現
す
れ
ば
、
日
米
欧
を
ま
た
ぐ
巨

大
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
誕
生
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
巨
大
企
業
誕
生
の
背

景
に
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
あ
る
。
情
報
・
通
信
技
術
の
発

達
に
よ
っ
て
、「
人
、
も
の
、
金
」

が
瞬
時
に
世
界
を
駆
け
巡
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
国
境

の
物
理
的
な
意
味
は
低
下
し
、
世

巨
大
企
業
の
誕
生
と
ニ
ッ
チ
の
役
割

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー

http://www.boyodo.co.jp/http://www.boyodo.co.jp/

千葉千葉・市原市原・木更津木更津・君津君津・富津富津・館山館山・鴨川鴨川 
TEL0470(23)5111TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
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確
保
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
人
と
機
材
を
効
率

よ
く
回
す
の
は
建
設
業
者
の
基
本

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
り
、
日
本
特

有
の
中
山
間
地
の
分
散
し
た
土
地

の
耕
作
で
も
生
産
革
新
を
促
す
こ

と
が
可
能
だ
。

ま
た
、
建
設
業
者
の
「
土
へ
の

こ
だ
わ
り
」は
想
像
以
上
に
強
い
。

土
を
変
え
な
い
と
農
作
物
の
高
付

加
価
値
化
も
あ
り
得
な
い
と
直
感

的
に
理
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
建

設
業
務
で
は
、
工
程
の
節
目
ご
と

に
写
真
を
撮
り
、
記
録
を
残
す
の

が
当
然
に
な
っ
て
い
る
。
農
作
物

の
生
育
過
程
を
記
録
す
る
の
も
な

ん
ら
面
倒
な
作
業
で
は
な
く
、
こ

れ
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
ど
こ

で
生
産
さ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な

流
通
経
路
を
通
っ
た
か
、
ど
の
よ

う
な
加
工
が
さ
れ
た
か
と
い
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
「
追
跡
可
能

性
」）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
建
設

業
者
の
持
つ
作
業
手
順
そ
の
も
の

が
、
安
全
で
安
心
な
食
物
を
求
め

る
時
代
の
要
請
と
合
致
す
る
の

だ
。ま

た
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
し
た
既
存

の
流
通
網
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

日
本
の
農
業
は
、
江
戸
時
代
か

ら
昭
和
30
年
代
初
頭
ま
で
、
時
代

の
変
化
や
人
口
の
増
減
に
か
か
わ

ら
ず
長
期
的
に
安
定
し
て
き
た
。

そ
れ
を
象
徴
す
る
３
つ
の
不
変
数

字
と
い
う
の
が
あ
り
、
農
家
５
５

０
万
戸
、
農
業
従
事
者
数
１
５
０

０
万
人
、
農
地
面
積
６
０
０
万
ha

と
い
う
も
の
。
し
か
し
、
そ
れ
が

現
在
は
農
家
１
９
９
万
戸
、
農
業

従
事
者
数
は
２
６
０
万
人
、
農
地

面
積
は
３
４
３
万
ha
に
ま
で
減
少

し
た
。
耕
作
放
棄
地
は
３
８
万
ha

で
、
５
年
間
に
４
万
ha
も
増
え
て

い
る
。

ま
ち
の
輕
基
幹
産
業
輒
は
農
業

と
建
設
業
、
そ
し
て
役
所
だ
け
と

い
う
地
域
が
全
国
津
々
浦
々
に
あ

る
。
そ
の
多
く
は
過
疎
が
進
む
地

方
で
あ
り
、
建
設
業
は
「
農
業
の

裏
作
」
と
し
て
雇
用
を
支
え
て
き

た
。
し
か
し
、
急
激
な
公
共
工
事

削
減
と
農
業
関
連
の
規
制
緩
和
に

よ
り
、
建
設
業
者
が
雇
用
の
受
け

皿
と
し
て
農
業
に
算
入
す
る
「
建

設
帰
農
」
が
増
加
し
て
い
る
。

も
と
も
と
農
家
収
入
だ
け
で
は

暮
ら
し
て
い
け
な
い
か
ら
建
設
業

に
就
労
し
て
い
る
の
に
、
建
設
帰

農
で
本
当
に
雇
用
を
守
れ
る
の

か
、
と
い
う
指
摘
は
あ
る
。
し
か

し
建
設
帰
農
は
、
従
来
の
日
本
農

業
の
構
造
を
根
本
的
に
変
え
る
力

を
持
っ
て
い
る
、と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、「
建
設
業
者
が
持
つ
ビ

ジ
ネ
ス
観
や
、
技
術
、
管
理
手
法

が
農
に
新
し
い
付
加
価
値
を
与
え

る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
す
で
に
、

そ
う
し
た
事
例
が
い
く
つ
も
出
現

し
て
い
る
。

建
設
業
者
の
農
業
算
入
は
、
農

業
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
農
作
業
の

請
負
）、
酪
農
・
果
樹
・
有
機
野

菜
の
栽
培
な
ど
タ
イ
プ
は
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
実
は
農
と
建
設
は
非
常

に
近
い
関
係
に
あ
る
。
地
方
の
建

設
会
社
の
社
員
は
兼
業
農
家
が
多

く
、
圃
場
整
備
な
ど
の
農
業
土
木

も
行
っ
て
い
る
。
社
員
の
農
業
参

入
に
対
す
る
抵
抗
感
も
強
く
な

い
。北

海
道
の
あ
る
例
で
は
、
分
散

し
た
農
地
の
耕
作
受
託
で
、
建
設

技
術
で
培
っ
た
工
程
管
理
技
術
を

活
用
し
て
生
産
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
農
業
は
、

農
地
を
集
約
し
て
大
規
模
化
し
、

か
つ
機
械
化
し
な
け
れ
ば
収
益
は

く
、
商
流
の
可
能
性
を
探
っ
て
い

る
。
こ
れ
も
ま
た
民
間
企
業
な
ら

で
は
の
当
た
り
前
の
取
り
組
み

だ
。農

業
側
に
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

篤
農
家
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
は
、

独
自
に
流
通
網
を
開
拓
し
て
高
品

質
の
農
作
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た

り
す
る
努
力
を
続
け
て
き
た
。
し

か
し
、
高
齢
者
が
担
う
過
疎
の
ま

ち
の
零
細
農
業
で
は
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
で
き
な
い
。こ
こ
に
、

企
業
的
な
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ

が
入
っ
て
い
く
こ
と
に
建
設
帰
農

の
意
味
が
あ
る
。

そ
れ
は
農
作
物
の
栽
培
と

販
売
だ
け
に
限
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
糞
尿
の
活
用
な
ど

循
環
型
社
会
を
目
指
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
、
観
光
農
園
な
ど
の

観
光
志
向
の
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
モ
デ
ル
が
あ

る
。建
設
帰
農
を
軸
に
し
て
、

環
境
や
観
光
ま
で
含
め
た
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
積
）
が

志
向
さ
れ
、
農
業
の
価
値
を

再
構
築
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
建
設
帰
農
が
、
日
本
の

農
業
を
構
造
的
に
変
え
る
力

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の

は
、
そ
う
い
う
意
味
だ
。

そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
う
の
が
、

商
工
会
議
所
な
ど
の
各
種
団

〜
食
料
自
給
率
４
割
の
日
本
の
食
糧
安
保
の
た
め
に
も

〜
食
料
自
給
率
４
割
の
日
本
の
食
糧
安
保
の
た
め
に
も 

　
　
　
　
　
　
建
設
帰
農
は
農
業
の
構
造
的
な
改
革
を
促
す
〜

　
　
　
　
　
　
建
設
帰
農
は
農
業
の
構
造
的
な
改
革
を
促
す
〜 

〜
食
料
自
給
率
４
割
の
日
本
の
食
糧
安
保
の
た
め
に
も 

　
　
　
　
　
　
建
設
帰
農
は
農
業
の
構
造
的
な
改
革
を
促
す
〜 

体
だ
。
Ｊ
Ａ
が
、
自
ら
の
生
き
残

り
策
の
模
索
に
力
を
注
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
な
か

で
、
商
工
団
体
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま

な
「
商
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
農
に
提

供
し
、「
商
農
協
調
」
を
推
進
す

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
。日

本
の
食
糧
自
給
率
は
わ
ず
か

４
割
で
あ
る
。
日
本
の
食
糧
安
保

を
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も

地
方
と
農
業
を
切
り
捨
て
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
建
設
帰
農
は
、
食

料
安
保
へ
の
新
た
な
布
石
で
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。

会 議 所 だ よ り
平成18年10月10日（４）



物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/

南房総GIFT
館山商工会館 物産展示場 

ふるさとの味覚を自由に
詰め合わせて

〈計量器(はかり)定期検査のお知らせ〉 
　県では、計量法に基づく計量器（はかり）の定期検査を次の日程で行ないます。 
　この検査は２年に１回、実施することが定められており、商店、工場、病院、学校等で計量器 
を取引又は証明に使用している者は、必ず受検しなければならないことになっています。 
　なお、受検しない場合は、計量法違反として罰則が適用されることがありますので、注意して 
ください。 

①計量器(増おもり又は分銅を使用するものは、一緒に持参して下さい。)　 
②検査手数料（１台につき、500円～2,800円程度）　 
※新しく商売を始めたり、計量器を使用するようになった場合は、館山市役所商工課に連絡　 
　して下さい。（蕁 22－3362） 

～検査当日は下記の物を持参して下さい。～ 

〈計量器検査日程〉 

検査期日 検査場所の住所及び名称 

11月 ８ 日（水） 

11月 ９ 日（木） 

11月10日（金） 

 

11月15日（水） 

11月16日（木） 

11月13日（月） 
11月14日（火） 

館山市神戸地区公民館 

安房農業協同組合館野支店 

館山市長須賀中央ホール 

館山市館山地区公民館 

館山市船形地区公民館 

館山市那古地区公民館 

館山市役所4号館（旧市民センター） 

検査時間 

午前10時30分から 
午後3時まで 

11月17日（金） 
11月20日（月） 

会 議 所 だ よ り
（５）平成18年10月10日

当
所
で
は
、
市
内
の
事
業

所
に
勤
務
す
る
永
年
勤
続
優

良
従
業
員
の
表
彰
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

表
彰
内
容
10
年
勤
続
と
30

年
勤
続
で
、
平
成
18
年
10
月

１
日
現
在
で
満
10
年
以
上
、

満
30
年
以
上
勤
続
し
て
お

り
、
他
の
模
範
と
な
る
優
秀

な
従
業
員
を
、
館
山
市
長
と

当
所
会
頭
の
連
名
で
表
彰
す

る
大
変
権
威
の
高
い
表
彰
制

度
で
す
。

本
年
も
12
月
12
日
に
表
彰

式
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
の
事
業
所
で
該
当
者
が

あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
推
薦

く
だ
さ
い
。
推
薦
該
当
者
の

申
し
込
み
は
、
当
所
（
蕁
22

蝟
８
３
３
０
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い



館
山
市
商
業
協
同
組
合
（
代
表
理
事
　
廣
井
武
雄
）、
当
所
商
業
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
（
委
員
長
　
小
林
義
和
）
で
は
、「
個
店
の
魅
力
ア
ッ
プ
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
す
る
。

今
回
の
研
修
会
は
、
来
年
度
あ
ら
た
に
ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
館
山
店
の
出

店
、
カ
イ
ン
ズ
モ
ー
ル
館
山
店
の
増
床
が
計
画
さ
れ
、
さ
ら
に
過
疎

化
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
購
買
者
層
の
減
少
な
ど
に
よ
り
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
館
山
市
商
業
の
現
状
を
受
け
、「
個
店
の
魅
力
ア

ッ
プ
」
で
販
売
促
進
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

し
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
る
。

研
修
会
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
会
員
の
皆
様
も
是
非
ご
出

席
下
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

【
場
所
】
館
山
商
工
会
議
所
　
会
議
室

【
講
師
】
東
経
営
管
理
事
務
所
　
東
　
正
高
　
氏

※
な
お
、
参
加
希
望
者
は
10
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
蕁
22
―
８
３
３
０
）

会 議 所 だ よ り
平成18年10月10日（６）

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
下
さ
い
。

※
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
千
葉
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
蕁
０
４
３
―
２
２
１

―
２
３
２
８
）
か
最
寄
の
労
働
基

準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い

24
時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

蕁
０
４
３
―
２
２
１
―
４
７
０
０

新
た
に
事
業
を
始
め
る
方
、
経

営
多
角
化
・
事
業
転
換
な
ど
を
お

考
え
の
方
を
対
象
に
融
資
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
今
後
、
毎
月
第
３
金
曜
日
を
定

例
相
談
日
と
い
た
し
ま
す
）

◆
開
催
日

平
成
18
年
10
月
20
日
（
金
）

◆
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
会
場

館
山
商
工
会
議
所
　
会
議
室

◆
相
談
員

国
民
生
活
金
融
公
庫
　
職
員

※
予
約
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

事
前
に
商
工
会
議
所
宛
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
蕁
22
―
８
３
３
０

薨
23
―
４
０
１
１
）

千
葉
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
む
）
及
び
、
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
千
葉
県
最

低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）
が

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
時
間

額
６
８
７
円（
従
来
は
６
８
２
円
）

使
用
者
は
、
こ
の
額
よ
り
低
い
賃

金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
仮
に
、
こ
の
額
よ

り
低
い
賃
金
を
定
め
て
い
て
も
、

法
律
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
、
最
低

賃
金
と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

◇
こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
、
精
・

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
、
賞
与
、
時
間
外
手
当
、
深
夜

手
当
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
月
給
制
・
日
給
制
の
場
合
は
、

時
間
額
に
換
算
し
て
比
較
し
ま

す
。

◇
最
低
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
県

内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
精
神
又
は
身
体

の
障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力

の
低
い
者
等
に
つ
い
て
は
、
使
用

者
が
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
最
低
賃
金
の
適
用

除
外
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◇
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
の
他
に

業
種
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る

〈
千
葉
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ
〉

会議所窓口相談  法律・税務・商工相談 

商工相談日 
金融相談日 
 
毎週 
　水曜日 
 （午前中） 

毎月第３金曜日 
・中小企業金融公庫（13時～15時） 
・国民生活金融公庫（10時～15時） 

法　律      千葉県産業振興センター 

税　務      齊  藤  晃  夫先生 

　　　      宮  闢  健  一先生 

　　　      仲  村  　  榮先生 

 

■ 

■ 

 

 

 

 

　　ご相談のときは事前にご連絡下さい。 
 

〈
国
民
生
活
金
融
公
庫
創
業

支
援
相
談
会
の
ご
案
内
〉

〈『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
を

ご
利
用
下
さ
い
〉

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
教
育
に
必
要

な
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制
度

で
、
こ
れ
ま
で
４
０
０
万
人
を
超

え
る
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
ご
融
資
額
】

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り
２
０

０
万
円
以
内

【
利
率
】

年
２
・
４
５
％
（
固
定
）（
平

成
18
年
９
月
15
日
現
在
）

【
ご
返
済
期
間
】

10
年
以
内
（
在
学
期
間
内
で
元

金
の
据
置
が
で
き
ま
す
。）

【
お
使
い
み
ち
】

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

【
ご
返
済
方
法
】

毎
月
元
利
均
等
払

【
保
証
】

（
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基

金
ま
た
は
連
帯
保
証
人
１
名
以
上

詳
し
く
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

館
山
支
店
（
蕁
22
―
２
９
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
◆
『
個
店
の
魅
力
ア
ッ
プ
』
研
修
会
の
ご
案
内
◆
◆



会 議 所 だ よ り
（７）平成18年10月10日

１
年
生
で
初
め
て
館
山
合
宿
に

参
加
し
て
か
ら
は
や
２
年
、
か
つ

て
私
の
目
に
と
て
も
輝
い
て
映
っ

て
い
た
先
輩
達
の
よ
う
に
、
私
も

フ
レ
ス
ポ
ン
役
員
と
し
て
こ
の
合

宿
に
携
わ
る
年
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
役
員
の
仕
事
は
決
し
て
簡
単

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
館
山
で
過
ご
し
た
一
週

間
は
、
例
年
に
も
増
し
て
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
フ
ラ
メ
ン
コ
に
対

す
る
想
い
が
ス
テ
ー
ジ
を
観
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
少
し
で
も
伝
わ

っ
て
い
た
の
な
ら
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ら
び
に
合

同
合
宿
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆

様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
学
生
一
同

私
た
ち
商
工
会
議
所
青
年
部
で

は
随
時
新
入
部
員
を
募
集
中
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
や
能
力
を

地
域
発
展
の
た
め
に
発
揮
す
る
チ

ャ
ン
ス
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
！

【
青
年
部
の
目
的
】

部
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
つ
つ

経
営
者
と
し
て
の
研
鑽
を
つ
み
、

青
年
部
独
自
事
業
、
ま
た
商
工
会

議
所
事
業
へ
の
参
加
を
通
じ
て
地

元
商
工
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
。

【
加
入
資
格
】

館
山
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業

所
の
経
営
者
及
び
そ
の
後
継
者
、

幹
部
従
業
員
　
年
齢
20
歳
以
上
45

歳
以
下

【
会
費
】

４
月
〜
３
月
の
１
年
度
１
８，

０
０
０
円
　
期
中
入
部
の
場
合
は

月
割
り

【
事
業
内
容
】

総
務
親
睦
委
員
会
、
経
営
研
究

委
員
会
、
地
域
開
発
委
員
会
の
３

つ
の
委
員
会
の
い
ず
れ
か
に
所
属

し
ま
す
。

定
例
委
員
会
は
原
則
月
１
回
、

そ
の
他
企
画
事
業
や
協
力
事
業
へ

『
フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
終
え
て

の
参
加
は
随
時
と
な
り
ま
す
。
昨

年
度
の
主
な
事
業
内
容
と
し
て
　

・
「
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
」
を
主

管
・
全
国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス

タ
に
合
わ
せ
納
涼
産
業
祭
を
開

催
・
経
営
戦
略
講
演
会
　

・
先
進
商
業
地
視
察
旅
行

・
「
海
ま
ち
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
参

加
協
力

・
家
族
親
睦
会

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
】

青
年
部
事
業
の
企
画
、
運
営
は

全
て
青
年
部
員
の
ア
イ
デ
ア
と
責

任
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

「
こ
ん
な
企
画
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
あ
な
た
の
熱
い
気
持
ち
が

実
現
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
の
場
で
あ

る
の
で
す
。

ま
た
、
部
員
に
は
様
々
な
業
種

の
メ
ン
バ
ー
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
異
業
種
か
ら
の
視
点
を
日
常

の
仕
事
に
活
か
し
た
り
、
情
報
交

換
の
場
と
し
て
も
有
意
義
な
団
体

で
す
。

「
家
業
を
継
ぐ
た
め
館
山
に
戻

っ
て
き
た
け
ど
、
地
元
の
様
子
が

良
く
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
、

「
身
近
に
仕
事
に
関
し
て
相
談
で

き
る
仲
間
が
い
な
い
」と
い
う
方
、

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
「
自
分
の
能
力

を
地
域
発
展
の
た
め
に
役
立
て
た

い
」
と
い
う
方
、
青
年
部
は
い
つ

新
入
部
員
募
集
中
！

で
も
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
少

し
の
勇
気
を
持
っ
て
ぜ
ひ
私
た
ち

と
と
も
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
問
い
合
わ
せ
】

館
山
商
工
会
議
所
内
青
年
部
事

務
局
０
４
７
０
―
22
―
８
３
３
０

ま
で本

誌
（『
会
議
所
だ
よ
り
』）

で
は
、
会
員
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
拡
大
や
、
商
品
・
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹
介
な
ど

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
広
告
ス
ペ
ー
ス
」
を
設
け
ま

し
た
。
掲
載
範
囲
は
、
１
コ
マ

縦
４
・
５
袍
横
８
・
７
袍
で
、

掲
載
料
は
１
０，

５
０
０
円
／

月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
誌
は
毎
月
10
日
発

行
、
部
数
約
１，

４
０
０
部
と

な
っ
て
お
り
、
会
員
事
業
所
を

は
じ
め
、
官
公
庁
等
の
関
係
団

体
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。（
蕁
０
４
７
０

―
22
―
８
３
３
０
）

※
会
議
所
行
事
の
都
合
等
で
発

行
日
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

『
会
議
所
だ
よ
り
』
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

 充実した設備と細かいサービス～大型印刷機ラインナップ 

ハイデルベルグ4色機（MOV） ハイデルベルグ2色両面機（102ZP） ハイデルベルグ2色両面機（MOZP） 

○チラシ・パンフレット印刷 ○オンデマンド印刷 
　データ入稿～印刷～製本 

○NEWショッピング（集合広告） 
　毎月第3日曜日発行（新聞折込） 
●ぜひご覧ください！ 
 

株式会社　集賛舎 
館山本社 
館山市山本226　〒294-0014 
電話0470-22-2277　FAX0470-23-2278 

千葉支社 
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813 
電話043-300-8661　FAX043-300-8665 

鴨川営業所 
鴨川市横渚1067-3　第1亀屋ビル3階　〒296-0001 
電話04-7093-2377　FAX04-7099-1024 

東京支社 
東京都中央区京橋3-4-2　フォーチュンビル5階　 
〒104-0031 
電話03-3516-3440　FAX03-3516-3449



代表取締役  福 山 一 郎 

千葉県君津市外箕輪 4丁目10番20号 
蕁0439（55）7033

天保年間創業・通産大臣賞受賞・ 
全国伝統的工芸品 
千葉県指定伝統的工芸品（小糸の煙火） 

会 議 所 だ よ り
平成18年10月10日（８）

商
工
会
議
所
と
は
、
法
律
（
商

工
会
議
所
法
）
に
基
づ
い
て
設
立

さ
れ
た
、
わ
が
国
唯
一
の
地
域
総

合
経
済
団
体
で
す
。

事
業
規
模
や
業
種
を
問
わ
ず
、

全
て
の
商
工
業
者
を
基
盤
と
し
、

地
域
経
済
の
振
興
な
ら
び
に
地
域

社
会
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

商
工
会
議
所
は
、
現
在
全
国
各

地
に
５
０
０
余
、
県
内
に
は
20
の

会
議
所
が
あ
り
ま
す
。

事
業
活
動
の
推
進
母
体
は
会
員

で
す
が
、
法
律
に
よ
り
「
地
域
内

す
べ
て
の
商
工
業
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
発
展
を
図
る
」
と
い
う
使

命
も
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
極
め
て
公
共
性
の
高
い
団

体
と
し
て
営
利
や
特
定
者
の
利
益

を
目
的
と
せ
ず
、
地
域
商
工
業
者

の
振
興
の
た
め
、
直
接
・
間
接
に

皆
様
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
よ

う
次
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

◇
行
政
へ
の
建
議
・
要
望
・
意
見

具
申
活
動

◇
情
報
収
集
・
提
供

◇
会
員
交
流

◇
人
材
育
成

◇
労
働
・
求
人
支
援

◇
経
営
相
談

◇
会
員
の
福
利
厚
生

そ
こ
で
当
会
議
所
で
は
事
業
活

動
を
一
層
強
化
す
る
た
め
に
、
商

工
業
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
商
工

業
者
以
外
の
方
も
商
工
会
議
所
事

業
の
運
営
に
ご
参
加
頂
け
る
よ

う
、
会
員
資
格
を
大
幅
に
拡
大
致

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
お
知

り
合
い
を
是
非
ご
紹
介
下
さ
い
。

会
員
資
格
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。（
館
山
市
内
で
事
業
活
動
を

行
う
団
体
）
①
協
同
組
合
②
信
用

金
庫
③
労
働
金
庫
④
公
社
⑤
経
済

関
係
団
体
⑥
医
療
法
人
⑦
社
会
福

祉
法
人
⑧
弁
護
士
法
人
⑨
監
査
法

人
⑩
税
理
士
法
人
⑪
特
許
業
務
法

人
⑫
産
学
連
携
商
工
会
議
所
事
業

等
に
係
る
学
校
法
人
⑬
地
域
経
済

の
発
展
、
教
育
・
文
化
・
学
術
の

振
興
、
医
療
・
福
祉
の
増
進
等
に

資
す
る
財
団
法
人
⑭
地
域
経
済
の

振
興
等
に
資
す
る
中
間
法
人
⑮
ま

ち
づ
く
り
・
教
育
・
文
化
・
医

療
・
福
祉
等
の
活
動
を
行
う
特
定

非
営
利
活
動
法
人
⑯
観
光
資
源
等

と
し
て
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献

す
る
宗
教
法
人
（
館
山
市
内
で
自

己
の
名
を
も
っ
て
事
業
活
動
を
行

う
個
人
）
①
医
師
②
歯
科
医
師
③

助
産
師
④
弁
護
士
⑤
公
認
会
計
士

⑥
司
法
書
士
⑦
税
理
士
⑧
行
政
書

士
⑨
弁
理
士

※
入
会
に
つ
い
て
は
、
館
山
商
工

会
議
所
（
蕁
22
―
８
３
３
０
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

〜
皆
様
の
お
知
り
合
い
を
ご
紹
介
下
さ
い
〜

『
手
づ
く
り
甲
冑
』
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
銀
座
商

店
街
振
興
組
合
（
理
事
長
　
加
藤

喜
久
夫
）
で
は
、
昨
年
、
館
山
市

で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
手
づ
く
り

甲
冑
サ
ミ
ッ
ト
」
が
縁
で
、
本
年

は
各
地
か
ら
招
待
さ
れ
大
活
躍
を

し
て
い
る
。

９
月
９
日
に
は
神
奈
川
県
横
須

賀
市
で
開
催
さ
れ
た
「
よ
こ
す
か

開
国
祭
　
開
国
パ
レ
ー
ド
」
に
、

ま
た
、
９
月
24
日
に
は
大
多
喜
町

で
開
催
さ
れ
た
「
大
多
喜
お
城
ま

つ
り
」に
相
次
い
で
招
待
を
受
け
、

約
30
の
「
館
山
銀
座
手
づ
く
り
甲

冑
隊
」
は
そ
の
き
ら
び
や
か
な
衣

装
で
観
衆
を
魅
了
し
た
。
観
衆
か

ら
は
、「
本
物
の
よ
う
だ
」「
手
づ

く
り
と
は
思
え
な
い
」
な
ど
感
嘆

の
声
が
聞
か
れ
た
。

な
お
、
10
月
15
日
に
開
催
さ
れ

る
「
南
総
里
見
ま
つ
り
（
第
25
回

館
山
城
ま
つ
り
）」
に
は
、
今
度

は
「
大
多
喜
手
づ
く
り
甲
冑
隊
」

が
答
礼
参
加
す
る
。

銀
座
商
店
街
振
興
組
合
で
は
、

昨
年
の
「
全
国
手
づ
く
り
甲
冑
サ

ミ
ッ
ト
」
で
、
参
加
団
体
相
互
の

情
報
や
人
的
交
流
を
積
極
的
に
行

う
共
同
宣
言
が
採
択
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
交
流
を
深
め
な
が
ら

「
手
づ
く
り
甲
冑
」
を
活
用
し
た

地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
内
で
開
催
さ
れ
る
秋
の
イ
ベ

ン
ト
に
、
地
元
産
品
や
産
業
を
Ｐ

Ｒ
す
べ
く
郷
土
み
や
げ
祭
り
実
行

委
員
会
（
委
員
長
　
古
宮
真
一
）、

青
年
部
（
会
長
　
鈴
木
秀
樹
）
の

メ
ン
バ
ー
が
出
店
を
す
る
。

◇
平
成
18
年
度
館
山
市
産
業
ま
つ

り
（
10
月
９
日
開
催
、
千
葉
県
南

総
文
化
ホ
ー
ル
）
に
は
、
加
藤
菓

子
舗
・
㈲
マ
ル
シ
ョ
ウ
食
品
・
㈱

金
木
清
兵
衛
商
店
・
田
中
製
麺

所
、
青
年
部
か
ら
は
、
㈲
サ
ル
ビ

ア
・
㈲
南
総
高
圧
・
㈲
オ
サ
ダ
・

エ
コ
ル
・
庄
司
陶
器
・
㈲
市
川
ポ

ン
プ
が
出
店
す
る
。

◇
南
総
里
見
ま
つ
り
（
10
月
15
日

開
催
、
城
山
公
園
）
に
は
、
郷
土

み
や
げ
祭
り
実
行
委
員
会
か
ら
、

㈱
房
洋
堂
・
㈲
木
村
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
・
田
中
製
麺
所
・
㈲
サ
ル
ビ
ア

が
出
店
す
る
。

◇
平
成
18
年
度
千
葉
県
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
10
月
21
・
22

日
開
催
、
千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー

ル
）
に
は
、
郷
土
み
や
げ
祭
り
実

行
委
員
会
か
ら
、
コ
ミ
ヤ
味
工

㈱
・
㈲
ピ
ー
ス
製
菓
・
㈱
亀
屋
本

店
が
出
店
す
る
。

『
銀
座
商
店
街

手
づ
く
り
甲
冑
隊
』が

各
地
で
活
躍

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に

当
所
メ
ン
バ
ー
が
出
店


